
1992年出土の木簡

静
岡
，梶
子
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
南
伊
場
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
七
月
ぞ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
の
浜
松
市
文
化
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
敏
則

（浜
松
市
博
物
館
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衝
跡
及
び
そ
の
周
辺
部

６
　
遺
跡
の
年
代
　
四
世
紀
を

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

梶
子
遺
跡
は
、
三
方
原
台
地
の
南
に
広
が
る
海
岸
平
野
の
第
二
砂
堤
列

（旧

砂
丘
）
か
ら
北
側
の
湿
地
（砂
堤
列
間
湿
地
）
に
か
け
て
占
地
す
る
。
木
簡
を
多
く

出
土
し
た
伊
場

。
城
山
遺
跡
も
、

こ
の
第
二
砂
堤
列
と
、
そ
の
周

辺
に
広
が
る
遺
跡
で
あ
る
。
今

回
の
梶
子
遺
跡
の
調
査
区
の
南

が
城
山
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、

木
筒
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
伊

場
遺
跡
か
ら
延
び
る
大
溝
で
あ

る
。
従

っ
て
伊
場

。
城
山

・
梶

子
の
三
遺
跡
は
、
本
来

一
連
の

遺
跡
と
見
た
方
が
よ
い
。

梶
子
遺
跡
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
今
回
を
含
め
九
回
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今

回
は
、
社
宅
建
設
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
行
な
わ
れ
、　
一
九
九
三
年
度

中
に
報
告
書
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
浜
松
工
場
は
東
西
九
〇
〇

ｍ
、
南
北
五
五
〇
ｍ
に
及
ぶ
敷
地
を
有
し
て
い
る
「
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
遺
跡

を
総
称
し
て
梶
子
遺
跡
と
呼
ん
で
い
る
た
め
、
複
数
の
遺
跡
が
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
今
ま
で
に
敷
地
内
で
は
、
お
も
に
弥
生
時
代
中
期
と
後
期
の

環
濠
集
落
と
方
形
周
溝
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
奈
良
ぞ
平
安

時
代
の
遺
構

・
遺
物
も
少
し
で
は
あ
る
が
、
確
認
さ
れ
て
い
る
。
六
次
調
査
で

は
木
簡
も
三
点
発
見
さ
れ
て
い
る

命
木
簡
研
究
』
五
）。

今
回
の
調
査
地
は
敷
地
の
南
西
部
に
当
た
り
、
北
側

（Ａ
地
区
）
と
南
側

（Ｂ

地
区
）
の
二
箇
所
で
あ
る
。

Ａ

・
Ｂ
両
地
区
と
も
南
北
約

一
二
ｍ
、
東
西
約
七

〇

ｍ
の
発
掘
区
で
あ
る
。

Ａ
地
区
で
は
、
伊
場
遺
跡
か
ら
延
び
る
大
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
大
溝
の
起
源

は
、
人
工
掘
削
な
の
か
自
然
流
路
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
世
紀
に
は
存

在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
出
土
遺
物
の
多
く
は
七
世
紀
後
半
を
九
世
紀
初
め

に
か
け
て
の
も
の
で
、
木
簡

一
二
点
、
墨
書
土
器
、
人
面
墨
画
土
器
を
は
じ
め
、

斎
串
、
人
形
、
馬
形
、
舟
形
等
祭
祀
用
木
製
品
の
ほ
か
、
多
数
の
上
器

・
木
製

品
が
出
土
し
た
。

Ｂ
地
区
で
は
、
七
世
紀
前
半
の
掘
立
柱
建
物
七
棟
と
、
大
小
の
溝
を
検
出
し

た
。　
城
山
遺
跡
の
す
ぐ
北
に
隣
接
し
て
お
り
、　
城
山
遺
跡
の
延
長
と
言
え
よ

(浜 松)



う

。

木
簡
は
、　
三

一点
検
出
さ
れ
た
が
、
六
次
調
査
で
三
点
が
出
上
し
て
お
り
、

合
計

一
五
点
と
な
る
。
い
ず
れ
の
木
筒
も
、
伊
場
遺
跡
か
ら
延
び
る
大
溝
か
ら

の
出
上
で
あ
る
。
大
溝
の
堆
積
土
層
は
上
か
ら
大
き
く
六
層
に
識
別
さ
れ
た
。

Ⅲ
層
が

一
〇
世
紀
ｉ

一
三
世
紀
、
Ⅳ
層
が
八
世
紀
末
を

一
〇
世
紀
、
Ｖ
層
が
八

世
紀
前
半
、
Ⅶ
層
が
六
世
紀
ぞ
七
世
紀
前
半
、
Ⅷ
層
が
五
世
紀
後
半
、
Ⅸ
層
が

四
世
紀
で
あ
る
。
Ｖ
層
と
Ⅶ
層
の
間
に
は
、
本
来
七
世
紀
後
半
の
Ⅵ
層
が
存
在

す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
安
定
し
た
包
含
層
は
認
め
ら
れ
ず
、
Ｖ
層
と
Ⅶ
層
の
境

界
部
分
に
当
該
期
の
上
器
が
散
在
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

木
簡
①
は
Ｖ
層
下
部
で
は
あ
る
が
、
Ⅶ
層
と
の
境
界
近
く
か
ら
の
出
土
で
あ

る
。
こ
の
木
簡
が
出
上
し
た
周
辺
に
は
、
共
伴
す
る
土
器
が
な
く
、
八
世
紀
前

半
以
前
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
遡
り
う
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
木
筒
の
す
ぐ
下

層
か
ら
は
七
世
紀
前
半
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
②
は
八
世
紀
末
を
九

世
紀
初
頭
の
須
恵
器
と
共
伴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
代
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
木
筒
０
は
Ⅳ
層
出
上
で
あ
る
が
、
八
世
紀
末
ｔ
九
世
紀
初
頭
の
土
器
群

の
下
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
中
葉
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

木
筒
⑭
は
Ｖ
層
出
上
で
、
八
世
紀
前
半
と
見
て
よ
い
。
木
簡
⑤
は
、
Ⅳ
層
と
Ｖ

層
の
間
か
ら
出
上
し
て
い
る
が
、
共
伴
遺
物
が
な
い
。
層
位
的
に
は
八
世
紀
代

で
あ
る
が
、
前
半
ま
で
遡
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
木
簡
０
は
大
溝
の
南
斜

面
部
で
出
上
し
、
八
世
紀
前
半
の
上
器
群
と
共
伴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
筒

の
年
代
も
こ
の
時
期
と
見
て
よ
い
。
木
簡
⑦
③
⑩
を
⑫
は
、
大
溝
が
最
も
深
く

な
る
部
分

（川
の
よ
ど
み
）
か
ら
北
肩
部
に
か
け
て
の
Ｖ
層
下
部
か
ら
、
祭
祀
用

上
師
器
群
と
共
伴
し
て
出
上
し
た
。
こ
の
上
師
器
の
年
代
は
八
世
紀
末
と
九
世

紀
初
頭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
木
簡
③
に
は
千
支

年
紀
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
左
辺
が
折
損
し
て
い
て
読
み
を

確
定
で
き
な
い
。
八
世
紀
前
半
の
土
器
を
包
む
層
に
覆
わ
れ
た
Ｖ
層
と
Ⅶ
層
の

境
か
ら
出
土
し
た
。
す
ぐ
下
か
ら
は
七
世
紀
前
半
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
地
点
の
Ｖ
層
と
Ⅶ
層
の
境
界
付
近
間
に
は
、
藤
原
京
の
年
代
ま
で
降
る
こ

と
の
な
い
七
世
紀
後
半
の
須
恵
器
が
散
在
し
て
い
る
。
従

っ
て
木
簡
は
、
七
世

紀
後
半
も
し
く
は
八
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
の
可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
る
。

以
上
、
木
筒
の
出
土
層
位
と
推
定
さ
れ
る
年
代
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、

木
筒
と
年
代
の
根
拠
と
な
る
土
器
の
出
上
位
置
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
。

南
側
の
ゆ
る
や
か
な
斜
面
部
に
土
器
が
集
中
し
、
木
簡
の
多
く
は
あ
ま
り
上
器

が
存
在
し
な
い
大
溝
の
深
い
よ
ど
み
の
部
分
か
ら
他
の
木
製
品
と
と
も
に
出
土

し
た
。
ま
た
、
大
溝
の
水
の
流
れ
が

一
様
で
は
な
く
を
さ
ら
に
大
溝

へ
流
れ
込

む
小
川
も
存
在
し
た
よ
う
で
、
側
面
や
川
底
部
に
凹
凸
が
か
な
り
存
在
す
る
。

そ
の
た
め
必
然
的
に
住
居
跡
や
土
坑
と
は
異
な
り
、
木
簡
の
年
代
に
幅
を
も
た

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、
誤
認
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の

点
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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Ｆ



Q)

〔木
己

「
日
口
子
命
下
行
荒
口
□
□
幡
比
女
命
小
千
幡
男
□
口
日
日
国
□
□
□

（
聞
御
□
荒
別
御
日
口
□
命
　
次
生
回
　
　
陛
膵
口
足
国
命

。
「
口
口
坐
【酢
将
分
一醜
産
日
日
Ｈ
国
□
　
又
【鴎
配
回
命
　
奴
良
支
国
荒
別
御

口
国
次
耶
間
雄
命
　
□
□
□
六
柱
神
乃
御
一略
噌
而
白
〔酢
寛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞こ
益
受
ω
ｏ解
四
号
・

耶
間
雄
命
な
ど
六
柱
の
神
名
な
ど
を
書
き
記
し
た
も
の
で
、
梶
子
遺
跡
付
近
の
在
地
の
神
へ
の
信
仰
を
物
語
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
文
中
に

「荒
別
」
「成
」

「次
」
と
い
っ
た
文
字
が
み
ら
れ
る
の
は
、
神
々
の
系
譜
を
示
し
た
も
の
か
。

②
〕
　
　
［国
潮
”
　
一Ш
　
［口〔離
巧
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｇ
ｅ
×
占
×
卜　
自
Φ
五
号

③

　

「
赤
坂
〔醐
□
部
回
〔酔
膵

万
昌
」
　

　

　

岸Φ∞
×
〕”
溢

３
二
舎

貢
進
物
の
荷
札
。
赤
坂
郷
は

『
和
名
抄
』
で
は
敷
智
郡
に
見
え
る
。

⑭

　

　

×

若

万

呂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
こ

溢

貿

卜

ｏ
毬

七

号

③

　

　

□

美

□

長

摂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ミ

Ｘ

ω
貿

ヽ

Φ
解

八

号

０
　
　
日
日
日
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μじ

大

ΦヽＸ
ω
寓
μ
九
号

⑦
　
。
　

　

□
又

一
人
口
□
死
□
　
口

国
□
勿
□
□

・

□

□

記

□

伝

□

□

　

回

□

　

（∞Ｓ

益

受

∞

ｏ
♯

一
Ю
号

公
回
　
　
国
　
　
□

誰
翠
七
月
七
日〔理

〔入
力
〕

・
「
坐
□
□
□
記
　
　
　
」
　

　

　

　

　

μ∞契
や受
〕
ｏＨ

〓
写

千
支
年
を
も
つ
木
簡
。
干
支
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
が
、
己
卯
年
と
す
れ
ば

六
七
九
年
。
年
月
日
が
冒
頭
に
く
る
古
様
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

⑩

　

「
召

　

□

□

□

」

　

　

　

　

　

　

　

牌
中
賀

ｅ

Ｘ

∞

ｏ
Ｆ

〓

一零

召
喚
文
の
木
簡
。

〔竹
畠

①

　

「
回

□

□

乃

君

」
　

　

　

　

　

　

　

　

滓
Φ
契

〕
受

卜

露

一
四

号

⑫

　

「
□
巳
年
同
国
六
　
□
　
回
」
　
　
　
］ｏ受
μ貿
∞
Φ解

一
五
号

（１
ぞ
７
　
鈴
木
敏
則
　
８
鬼
頭
清
切
）

(9)(3)

命
『∞）
ｘ
Ｃ
ｅ
ｘ
Ｐ�
　
ｏ∞
μ
　
一
一
口亨




